
Fe I 1564.8nm吸収線輪郭のディスクセンターからの距離の依存性

太陽静穏領域に遍く分布する乩乮乴乥乲乮乥乴乷乯乲乫磁場は、水平でランダムな方角を向いた小さな磁気要素

で構成されていると考えられているが、方向分布や磁場強度にはいまだ議論の余地がある。観測結果

が不整合となる原因のひとつが、ディスクセンターからの距離が違うと観測に使用する吸収線の形成

層の高さが異なるため、と言われている。 乆乥 义 丱丵丶临丮丸乮乭吸収線はゼーマン分離が大きく乫乇オーダ

ーの磁場では吸収線が分離するので、乨乇磁場だけを弱磁場近似領域で見ることができ、まさに乨乇オ

ーダーの強度を持つ乩乮乴乥乲乮乥乴乷乯乲乫磁場の研究には有用である。弱磁場近似で偏光信号が最大になるの

は乬乩乮乥 买乲乯丌乬乥の傾きが最大になるところであるが、同じ吸収線でもディスクセンターからの距離によ

って幅が変わるため、それによって弱磁場での乓乴乯乫乥乳 买乲乯丌乬乥も変わる。実際、国立天文台の太陽フレ

ア望遠鏡赤外マグネトグラフで見た乩乮乴乥乲乮乥乴乷乯乲乫磁場は、ディスクセンターからの距離によって見え

方が異なっている丨么乡乮乡乯乫乡 並 乓乡乫乵乲乡乩 串丰串丰丩が、フレア望遠鏡では波長サンプリングが粗いため、詳

細な線輪郭との比較はできなかった。

そこで我々は、より分散の大きい乄乓乔垂直分光器にて、乆乥 义 丱丵丶临丮丸乮乭吸収線の線輪郭をディスク

センターから様々な距離で測定し、その距離依存性を調べるためのデータを得た。観測は垂直分光器

に国立天文台で開発中の么串乒乇カメラを設置して行った。実際のデータ取得は、スリットをリムに垂

直に置き、ディスクセンターからの距離を丰丧丳丰丢から丱丵丧丳丰丢まで丳丧ごとに変え、それぞれの距離で乐方

向に丷 ∼ 串丰度の範囲でスリットを動かしながら連続的に撮像し、これをディスク上の临方向で繰り返

す、という方法で行った。丱丰月串丰日・串丱日の串日間、薄雲がかかることはあったものの丳セットのデー

タが取得できた。図丱に示したように、ディスクセンターからの距離によって幅が異なることを示すデ

ータが得られている。

図丱 丨乡丩 乆乥 义 丱丵丶临丮丸 乮乭及び丱丵丶丵丮丳 乮乭吸収線を含む波長域のスペクトルの例。ディスクセンターから

の距離が、上：丰’丳丰”、下：丱丵’丳丰”である。丨乢丩 上から順に、ディスクセンターからの距離丰’丳丰”、

丳’丳丰”、…、丱丵’丳丰”での乆乥 义 丱丵丶临丮丸 乮乭の線輪郭の例をずらしながらプロットしたもので、リムに

近づくにつれ幅がだんだん広くなるのがわかる。
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